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１ 本県の高齢化の見通し

○ 国勢調査による令和２年の本県の総人口は1,588,256人であり，平成27年からの５年

間で59,921人（3.6％）減少しています。

単位：人，％）【図表1】本県の年齢３区分別人口の推移 （

国勢調査]※総人口には年齢不詳人口を含む 割合は年齢不詳人口を除いて算出。 。 ［

端数処理のため，割合の計と内訳は一致しない。

○ 本県の総人口は，平成27（2015）年の約165万人から，令和12（2030）年には約144万

人，令和27(2045)年には約120万人に減少することが見込まれています。年齢別に見る

と，65歳以上人口は令和7（2025）年までの増加が見込まれていますが，75歳以上人口

は令和17(2035)年までの増加が見込まれています。

【図表2】本県の将来推計人口

【図表3】本県の年齢別人口構成の推移と将来推計

［国立社会保障･人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口 （平成30年3月 ］」 ）
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○ 令和２年の65歳以上人口割合は32.8％（全国14位）であり，全国平均を上回っています。

また，後期高齢者（75歳以上）人口割合は17.0％であり，全国15位となっています。

【図表4】65歳以上人口割合

［令和２年国勢調査]

○ 令和２年の高齢単身世帯は119,020世帯と一般世帯の16.4％を占め，その割合は全国

３位となっています。また，高齢夫婦は108,442世帯と一般世帯の14.9％を占め，その

割合は全国４位となっています。

【図表5】高齢者世帯割合

※ 高齢単身世帯：65歳以上の者１人のみの世帯

※ 高齢夫婦世帯：夫65歳以上，妻60歳以上の夫婦一組の一般世帯（他の世帯員がいないもの）

［令和２年国勢調査]
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２ 医療費の動向

○ 令和３年度の本県の県民医療費（国民医療費ベース）は6,940億円となっています。

そのうち，後期高齢者医療費は2,895億円となっており，県民医療費の41.7％を占め，

全国より高い割合となっています。

【図表6】本県の医療費

※ 国民医療費は，公費負担医療や針・灸等の自費医療費を含めた全ての医療費をカバーしている。都道府県

別医療費は，平成26年度までは３年に１回，平成27年度から毎年公表。

※ 後期高齢者医療費については，平成17年度以前は老人保健制度による老人医療費を計上。

なお，平成20年度からは，老人保健制度に代わり後期高齢者医療制度が開始している。

［国民医療費，後期高齢者医療事業年報]

○ 令和３年度の１人当たり県民医療費（国民医療費ベース）は440千円であり，全国平

（ ） ， ， 。均 359千円 の約1.2倍 最も低い埼玉県の約1.4倍であり 全国２位となっています

【図表7】１人当たりの医療費

［令和３年度国民医療費]
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参考】【
○ 令和３年度の１人当たり後期高齢者医療費は1,110千円であり，全国平均（941千円）

の約1.2倍，最も低い新潟県の約1.5倍であり，全国３位となっています。

［令和３年度後期高齢者医療事業年報]

○ 令和３年度の１人当たり県民医療費（国民医療費ベース）を入院・入院外・歯科別に
見ると，入院は全国２位，入院外は８位，歯科は30位となっています。

【図表8】入院・入院外・歯科別の１人当たり医療費
（入院）

（入院外）

（歯科）

※ １人当たり医療費に使用した人口：総人口は，総務省統計局「人口推計 （令和3年10月１日現在）による」

［令和３年度国民医療費より推計]
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１人当たり医療費：入院
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１人当たり医療費：入院外
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３ 生活習慣病等を巡る状況

○ 「厚生労働省提供 2021年度データブック （令和３年４月～令和４年３月に該当す」
るレセプトを集計対象）を見ると，総医療費は約6,355億円で，総医療費に占める生活
習慣病の割合 が全体の約４割（39％）となっています。※

【図表9】生活習慣病（７疾患）の総医療費に占める割合

※ いずれの疾患も生活習慣が原因でない場合があるが生活習慣に起因して罹患する患者が多く，医療費に

与える影響も比較的大きいため，ここでは，生活習慣病として取り扱っている。

［厚生労働省提供 2021年度データブック］

【図表10】生活習慣病順位

【図表11】生活習慣病の医療費割合

［厚生労働省提供 2021年度データブック］

医療費(円） 件数
一人当たり
医療費（円）

1 がん 65,647,973,587 高血圧性疾患 2,334,302 がん 41,881

2 高血圧性疾患 50,755,875,339 糖尿病 651,810 高血圧性疾患 32,380

3 心疾患 36,969,498,200 心疾患 398,454 心疾患 23,585

4 脳血管疾患 36,351,407,831 がん 394,122 脳血管疾患 23,191

5 糖尿病 26,051,686,371 脂質異常症 446,268 糖尿病 16,620

6 腎不全 24,810,295,760 脳血管疾患 342,545 腎不全 15,828

7 脂質異常症 7,916,462,478 腎不全 79,498 脂質異常症 5,050

総医療費 635,485,090,247 総件数 16,371,491
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○ 令和２年の人口10万人当たりの患者数（受療率）を見ると，生活習慣病では 「高血，

圧性疾患」が全国６位 「脳血管疾患」が全国２位 「心疾患」が全国８位 「糖尿病」， ， ，

が全国22位となっています。

【図表12】生活習慣病等の受療率

（高血圧性疾患）

（脳血管疾患）

（心疾患）

（糖尿病）

[令和２年患者調査]
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○ 令和２年の75歳未満の脳血管疾患による年齢調整死亡率を見ると，男女ともに全国平

均を上回っています。

また，75歳未満の心疾患による年齢調整死亡率を見ると，男性は全国平均を下回って

いますが，女性は上回っています。

【図表13】75歳未満の年齢調整死亡率（人口10万対）の推移

（脳血管疾患） （心疾患）

※ 算定根拠となる人口モデルが変更となり，過去の実績とは比較できないため，令和２年の値のみ掲載。

平成27年モデル人口（平成27年の国勢調査人口を基に補正した人口）を使用。

[健康増進課データ調べ]

○ 令和３年の人口10万人当たりの新規透析導入患者数を見ると，本県は30.9で近年減少

傾向にあるものの，全国平均を上回っています。

【図表14】本県・全国の新規透析導入患者数（人口10万対）の推移

[わが国の慢性透析療法の現状（日本透析医学会）]

本県 全国 本県 全国

令和２年 32.2 25.3 13.6 10.7

年度

脳血管疾患：75歳未満の年齢調整死亡率
（人口10万対）

男性 女性

本県 全国 本県 全国

令和２年 46.0 49.0 16.8 14.2

年度

心疾患：75歳未満の年齢調整死亡率
（人口10万対）

男性 女性
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○ 令和３年の新規透析導入患者数は487人であり，前年より50人減少しています。

また，新規透析導入患者のうち，約５割が糖尿病腎症を原疾患としています。

【図表15】本県の原疾患別新規透析導入患者数の推移

[わが国の慢性透析療法の現状（日本透析医学会）]

○ 令和３年の人口10万人当たりの糖尿病腎症の年間新規透析導入患者数を見ると，14.3

と平成30年より増加しており，また全国平均を上回っています。

【図表16】糖尿病腎症の年間新規透析導入患者数（人口10万対）の推移

[わが国の慢性透析療法の現状（日本透析医学会 ，人口動態調査及び人口推計を基に算出]）

， ， ，○ 令和４年のがん検診受診率は 令和元年と比較して 胃がん・肺がんは減少しており

大腸がん・乳がん・子宮頸がんは増加しています。また，胃がん・大腸がんを除き全国

平均を上回っています。

【図表17】がん検診受診率の推移

（％）

］※対象者：40歳から69歳まで 子宮頸がんは20歳から69歳まで（ ） [国民生活基礎調査

（年）

本県 全国 本県 全国 本県 全国 本県 全国 本県 全国

平成28年 42.2 40.9 41.2 41.4 54.0 46.2 49.6 44.9 46.6 42.3

令和元年 40.8 42.4 43.0 44.2 53.9 49.4 48.5 47.4 44.3 43.7

令和４年 40.6 41.9 44.0 45.9 51.4 49.7 49.8 47.4 47.5 43.6

子宮頸がん
年

胃がん 大腸がん 肺がん 乳がん

本県 全国

平成27年 15.3 12.6

平成30年 14.1 12.7

令和3年 14.3 12.2

年

糖尿病腎症の
年間新規透析導入患者数

（人口10万対）
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○ 令和３年度の特定健康診査と特定保健指導の実施率を見ると，特定健康診査の実施率

は52.0％と，全国平均を下回っており，特定保健指導の実施率は25.9％と，全国平均を

上回っています。

【図表18】特定健康診査実施率

[厚生労働省提供データ 年度は令和３年度)]（

【図表19】特定保健指導実施率

[厚生労働省提供データ（年度は令和３年度)]

（ ） ，○ 特定健康診査の実施率と１人当たり県民医療費 国民医療費ベース の関係を見ると

特定健康診査実施率の高い都道府県では，1人当たりの県民医療費が低いという一定の

傾向がみられます。

【図表20】特定健康診査実施率と１人当たり県民医療費の関係

[厚生労働省提供データ（年度は令和３年度）]
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○ 令和３年度のメタボリックシンドローム該当者・予備群 の出現率は，男性が女性の※

約３倍であり，全国平均を男女ともに上回っています。

【図表21】メタボリックシンドローム該当者・予備群の推移

[厚生労働省提供データ]

【図表22】メタボリックシンドローム該当者・予備群の推移（男女別）

[厚生労働省提供データ]

※メタボリックシンドローム該当者・予備群：内臓のまわりに脂肪がつく内臓脂肪型肥満の人が，脂質代謝

異常や高血圧，高血糖のいずれか二つ以上を併せ持っている状態が「該当者 。１つ持っている状態が「予備」

群 。」
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○ 生活習慣病以外の疾患について令和２年の受療率の高い疾患を見ると 「消化器系の，

疾患」が全国15位 「筋骨格系及び結合組織の疾患」が全国10位 「精神及び行動の障， ，

害」が全国４位 「神経系の疾患」が全国７位となっています。，

【図表23】受療率の高い疾患

（消化器系の疾患）

（筋骨格系及び結合組織の疾患）

（精神及び行動の障害）

（神経系の疾患）

［令和２年患者調査]
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○ 令和３年度の子宮頸がん予防ワクチン，ロタの予防接種の接種率をみると，前年度よ

り増加していますが，その他の疾病については，いずれも前年度を下回っています。

またＢ類疾病については，いずれも全国平均を上回っています。

【図表24】予防接種の接種率

（％）

※ A類疾病：主に集団予防，重篤な疾患の予防に重点。本人に努力義務あり。接種勧奨あり。

B類疾病：主に個人予防に重点。本人に努力義務なし。接種勧奨なし。

[本県：健康増進課調べ]

[全国：厚生労働省接種率データ]

令和元年度 令和２年度

１期初回　 98.5 101.1 100.1 （98.2）

1期追加 98.2 101.4 96.5 （98.1）

ＤＴ ２期 71.3 77.5 73.5 （77.3）

1期 93.6 96.6 95.3 （93.5）

2期 91.2 92.7 91.3 （93.8）

１期初回　 104.9 116.7 93.3 （85.5）

１期追加 102.4 102 47 （53.5）

２期 103.8 107.8 42.1 （45.5）

97.1 100.4 97.6 （97.3）

94.8 103.7 98.6 （98.0）

97.3 101.6 98.4 （97.9）

1.0 5.6 12.9 （32.6）

92.5 97.7 92.3 （96.8）

95.8 100.3 98.0 （96.9）

１価 51.9 70.9 （63.7）

５価 18.8 29.7 （32.1）

59.5 67.7 59.1 （55.7）

16.8 17.5 17.1 （14.0）

B
類
疾
病

インフルエンザ

高齢者肺炎球菌
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結核（ＢＣＧ）

ヒブワクチン
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小児用肺炎球菌ワクチン

区　　　　　分
（疾病名・接種時期）
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※（　）は全国平均
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４ 医療の提供体制を巡る状況

○ 令和４年の人口10万人当たりの病床数を見ると，一般病床数は全国４位となっていま

す。また，療養病床数は全国６位，精神病床数は全国平均の２倍以上で全国２位となっ

ています。

【図表25】病床数（人口10万対）の状況

（一般病床）

（療養病床）

（精神病床）

[令和４年医療施設調査]
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○ 令和３年の人口10万人当たり病床数と１人当たり入院医療費（国民医療費ベース）の

関係を見ると，一般病床，療養病床，精神病床のいずれも，病床数が多いほど１人当た

り入院医療費が高くなる傾向が見られます。

【図表26】病床数（人口10万対）と１人当たり入院医療費の関係

（一般病床）

（療養病床）
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（ ） ，○ 令和４年の平均在院日数 入院した患者の１回当たりの平均的な入院日数 を見ると

全病床では，全国平均が27.3日であるのに対し，本県は38.7日であり，全国２位です。

病床別に見ると，一般病床は全国４位，療養病床は42位，精神病床は６位となっています。

【図表27】平均在院日数の状況

（全病床）

（一般病床）

（療養病床）

（精神病床）

[令和４年病院報告]
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○ 令和４年の在宅死亡割合の状況を見ると，全国平均が17.4％であるのに対し，本県は

12.4％であり，全国平均を下回っています。

【図表28】在宅死亡割合の状況

[令和４年人口動態統計]

○ 令和３年度の人口10万人当たりの在宅療養支援病院・在宅療養支援診療所数を見る

と，本県は20.8であり，年々増加傾向です。

， ，また 令和２年度の人口10万人当たりの24時間体制訪問看護ステーション数を見ると

本県は9.8と，全国平均の8.6を上回っており年々増加傾向です。

【図表29】在宅療養支援病院・在宅療養支援診療所数（人口10万対）の推移

[厚生労働省：在宅医療における地域別データ集]

【図表30】24時間体制訪問看護ステーション数（人口10万対）の推移

[介護サービス施設・事業所調査]

【図表31】退院調整率の推移
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５ 後発医薬品の状況

○ 令和３年度の本県の１人当たり薬局調剤医療費は63.6千円であり，全国平均を上回り

全国24位となっています。

【図表32】１人当たりの薬局調剤医療費の状況

， 「 」（ ） 」※ １人当たり医療費に使用した人口：総人口は 総務省統計局 人口推計 令和3年10月１日現在 による

［令和３年度国民医療費より推計]

（ ） ， ，○ 令和４年11月の後発医薬品の使用割合 数量ベース を見ると 本県は88.2％であり

沖縄県に次いで全国２位となっています。

また，後発医薬品の使用割合（薬剤料ベース）を見ると，本県は23.2％と全国１位です。

【図表33】後発医薬品の使用割合

（数量ベース）

（薬剤料ベース）

※ 保険薬局の所在する都道府県ごとに集計したものである。

※ ｢数量｣とは、薬価基準告示上の規格単位ごとに数えた数量をいう。

※ ｢薬剤料｣とは、数量に薬価を乗じたものをいう （金額）。

[最近の調剤医療費（電算処理分の動向令和４年11月号）]
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６ 本県の医療費を取り巻く課題

項目 現 状 課 題

県
民
の
健
康
の
保
持
の
推
進

 生活習慣病（6疾患）の医療費に占める割合：25％

(令和3年度 医療保険者の医療費に関する報告)

 メタボリックシンドローム該当者・予備群の割合
(全体）：31.9％（R3)
（男性）：45.9％ (R3)
（女性）：16.0％ (R3）

 特定健康診査実施率：52.0％ 全国37位 (R3)

 特定保健指導実施率：25.9％ 全国27位 (R3)

 生活習慣病等の受療率（人口10万対）

高血圧性疾患：656人 全国6位(R2)

脳血管疾患：245人 全国2位(R2)

心疾患：198人 全国8位 (R2)

 がん検診受診率
胃がん ：40.6％(R4）
大腸がん ：44.0％(R4）
肺がん ：51.4％(R4）
乳がん ：49.8％(R4）
子宮頸がん：47.5％(R4）

○健康意識の向上

・健康意識の向上に向けた普及啓発

・健康づくりを支援する環境整備

○生活習慣病等の予防

・生活習慣病・メタボリックシン

ドローム対策

・特定健診・特定保健指導の推進

支援

・がん検診の推進支援

・たばこ対策

・感染症の予防対策の推進

・メンタルヘルス対策

・医療機関との連携・協働

○高齢者の心身機能の低下等に起因した

疾病予防・介護予防の推進

・高齢者の保健事業と介護予防の

一体化実施

・ロコモティブシンドローム（運

動器症候群）の発症・重症化予防

・低栄養状態等の予防

・認知症高齢者等への支援

○健康保持推進体制の強化

・保険者機能の強化

・保険者協議会への支援

・地域・職域・学域保健の連携

医
療
の
効
率
的
な
提
供
の
推
進

 病床数（人口10万対）

・一般病床数：985.5床 全国4位 (R4)

・療養病床数：435.4床 全国6位 (R4)

・精神病床数：597.6床 全国2位 (R4)

 平均在院日数
・全病床 ：38.7日 全国2位 (R4)

・一般病床：19.3日 全国4位 (R4)

・療養病床：99.3日 全国42位 (R4)

・精神病床：366.0日 全国6位 (R4)

 医療連携体制
二次保健医療圏ごとに，５疾病６事業

※

に係る医
療連携体制を整備

 高齢夫婦世帯割合：14.9％ 全国4位 (R2)

 高齢単身世帯割合：16.4％ 全国3位 (R2)

 在宅死亡割合：12.4％ 全国40位 (R4)

 10万人当たり在宅療養支援病院・在宅療養支援
診療所数 ※[ ]は施設数

本県：20.8[330]（R3)
全国：13.0[16,357]（R3)

 10万人当たり24時間体制訪問看護ステーション数
※[ ]は施設数

本県：9.8[156]（R2)

全国：8.6[10,835]（R2)

 １人あたりの薬局調剤医療費の状況
本県：63.6千円 全国24位（R3）

 後発医薬品の使用割合（数量ベース）：88.2％
全国2位(R4.11月)

○病床機能の分化及び連携の推進並びに

地域包括ケアシステムの構築の推進

・病床機能分化及び連携の推進

・地域包括ケアシステムの深化・推進

○後発医薬品の使用促進

・安心使用のための環境整備

・医療関係者への普及啓発

・後発医薬品及びバイオ後続品の普及

啓発

○受診の適正化及び医薬品の適正

使用の推進

・受診の適正化の推進

・医薬品の適正使用の推進

・医療資源の効果的・効率的な活用の

推進

※ ５疾病：がん，脳卒中，心筋梗塞等の心血管疾患，糖尿病，精神疾患
６事業：救急医療，災害医療，

新興感染症発生・まん延時における医療，
離島へき地医療，周産期医療，小児医療・小児救急医療
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【参考】

第３期計画に記載した県民医療費の見通し及び取組目標の進捗状況等

○ 県民医療費の見通し（厚生労働省提供ツールにより算出）

（１）記載内容
（億円）

※小数点以下四捨五入により，減算が一致しない場合あり

（２）進捗状況
○ 第３期計画においては，医療費適正化の取組を行った場合の令和３年度の県民医療
費を7,217億円と見込んだところですが，令和３年度の県民医療費の実績は6,940億円
であり，適正化の取組を行わない場合（7,276億円）と比べると，336億円少なくなっ
ています。

（単位：億円）県民医療費の推計

年 度 適正化の取組を 適正化の取組を 実績医療費※ 適正化効果
行わない場合 行った場合 （差）
（ａ） (ｂ) (ｃ) (ｃ－ａ)

28 6,787 6,787 6,622 165参 平成 年度 ▲

29 6,846 6,792 6,730 116考 平成 年度 ▲

30 6,952 6,897 6,791 161平成 年度 ▲
第

7,060 7,004 6,943 117令和元年度 ▲
３

7,169 7,112 6,776 393令和２年度 ▲
期

7,276 7,217 6,940 336令和３年度 ▲
計

令和４年度 － －7,384 7,324
画

令和５年度 － －7,494 7,433

※実績医療費は国民医療費を用いている。

6,787
6,846

6,952

7,060

7,169

7,276

7,384

7,494

6,787 6,792

6,897

7,004

7,112

7,217

7,324

7,433

6,400

6,800

7,200

7,600

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

適正化の取組を行わない場合
適正化の取組を行った場合

（億円）

適正化の取組を行
わない場合

適正化の取組を
行った場合

医療費
適正化効果

(a) (b) (b)-(a)

平成28年度 6,787 6,787
平成29年度 6,846 6,792
平成30年度 6,952 6,897 -55
令和元年度 7,060 7,004 -56
令和2年度 7,169 7,112 -57
令和3年度 7,276 7,217 -59
令和4年度 7,384 7,324 -60
令和5年度 7,494 7,433 -62

計
画
期
間

参
考
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○ 取組目標の進捗状況等

（１）県民の健康の保持の推進に関する目標

（２）医療の効率的な提供の推進に関する目標

① 病床機能の分化及び連携の推進並びに地域包括ケアシステムの構築の推進
・病床機能の分化及び連携並びに地域包括ケアシステムの構築を推進します。

② 後発医薬品の使用促進
・後発医薬品の使用割合（数量ベース）を令和２年９月までに80％以上にすることを目指
します。

③ 医薬品の適正使用の推進
・医薬品の適正使用等を推進します。

① 特定健康診査の実施率
・特定健康診査実施率を令和５年度に70％以上にすることを目指します。

② 特定保健指導の実施率

・特定健康診査において保健指導の対象となった者の特定保健指導実施率を令和５年

度に45％以上にすることを目指します。

③ メタボリックシンドロームの該当者及び予備群の減少率

・40歳～74歳のメタボリックシンドローム該当者・予備群を令和５年度に平成20年

度比25％以上減少させることを目指します。

④ 成人喫煙率

・成人喫煙率を令和５年度までに12％以下にすることを目指します。

⑤ 予防接種率

・国の特定感染症予防指針において目標値が定められている，麻しん・風しん及び結

核について令和５年度までに接種率を95％以上にすることを目指します。

⑥ 生活習慣病の重症化予防

・75歳未満の脳血管疾患の年齢調整死亡率を令和５年までに男性：22.2以下，

女性：11.5以下にすることを目指します。

・75歳未満の虚血性心疾患の年齢調整死亡率を令和５年までに男性：14.6以下，

女性3.5以下にすることを目指します。

・糖尿病性腎症による年間新規透析導入患者数（人口10万対）を令和５年までに

13.3以下にすることを目指します。

⑦ その他予防・健康づくりの推進

・がん検診受診率を，令和５年までに50％以上にすることを目指します。
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（３）進捗状況［数値目標］

※１ 成人喫煙率の状況については 「県民健康・栄養調査」で把握。，

参考：平成29年度の11.7％ ，全国値：17.7％「出典：県民の健康状況実態調査」

※２ ＢＣＧワクチンの接種率については，接種対象者を「当該年度に生後 ヶ月になったもの ，接種者数5 」

を「当該年度にＢＣＧワクチンを打った人数」で集計しているため，年度によっては，接種率が１００％

。を超えることがある

※３ 図表の平成30年度からR3年度までは，県で算出した数字（昭和60年モデル人口）を使用しているため，

P8の図表13の数値（平成27モデル人口）とは異なっている。

※４ 当該年の９月時点の値。


